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大学生における親に対する感謝と個人志向性・社会志向性との関係
Relationships between Sense of Gratitude to Parents
































































































































































































f1 f2 f3 f4 h2 平均値 （SD）
f1 今の生活をしていられるのは父親のおかげだと感じる気持ち　（α＝.93）
FTh04 今の生活ができるのは父親が自分のために働いてくれたおかげだと思う 93 ‒03 ‒11 02 73 4.42 （0.96）
FTh14 自分が安心して暮らせているのは父親のおかげだと思う 91 03 ‒07 ‒04 74 4.15 （1.02）
FTh19 自分が生活できるのは父親が援助してくれているおかげだと思う 85 ‒09 04 04 71 4.19 （1.12）
FTh21 自分が毎日の生活を送ることができるのは父親のおかげだと思う 84 ‒02 09 ‒02 76 4.16 （1.05）
FTh08 自分が今こうして過ごしていられるのは父親のおかげだと思う 76 00 18 ‒05 73 4.14 （0.99）
FGr18 自分をここまで育ててくれた父親をありがたいと思う 52 36 04 05 75 4.17 （0.98）
f2  生み育ててくれたことへのありがたさ　（α＝.94）
FGr23 自分を生んでくれた父親のことをありがたいと思う 02 100 ‒06 ‒01 93 3.85 （1.24）
FGr02 自分にかけがえのない命を与えてくれた父親をありがたいと思う ‒11 90 11 00 80 3.88 （1.15）
FGr13 父親が生んでくれたことによって今の自分があるのでありがたいと思う 01 89 05 ‒04 84 3.76 （1.20）
FGr07 父親がいなければ今の自分は存在しなかったのでありがたいと思う 02 80 01 03 69 3.95 （1.11）
f3  援助してくれることへのうれしさ　　（α＝.91）
FHa16 父親が自分のことを励ましてくれるのでうれしい 02 30 88 ‒09 75 3.07 （1.39）
FHa11 自分が困ったときには父親が相談にのってくれるのでうれしい ‒08 ‒02 82 01 59 2.75 （1.37）
FHa01 父親は自分が困ったときに助けてくれるのでうれしい 04 03 75 03 66 3.61 （1.30）
FHa25 父親が自分のことを理解してくれていてうれしい 06 04 72 06 68 3.10 （1.33）
FHa06 父親が自分のことを心配してくれるのでうれしい 06 06 67 12 67 3.47 （1.26）
f4  負担をかけたことへのすまなさ　（α＝.88）
FSo05 自分を育てるために苦労をしてきた父親にすまないと思う 09 07 ‒14 83 72 3.25 （1.15）
FSo20 自分のために父親には苦労をかけていてすまないと思う 13 09 ‒14 81 76 3.20 （1.36）
FSo24 自分のことで父親に精神的な負担をかけてしまっていてすまないと思う ‒11 ‒08 11 77 54 2.60 （1.27）
FSo09 父親を自分のことで悩ませてしまっていてすまないと思う ‒03 ‒14 18 77 63 2.83 （1.30）
FSo12 自分のやりたいことが父親の負担になっていてすまないと思う ‒06 06 05 61 40 2.64 （1.26）
因子間相関    f1　今の生活をしていられるのは父親のおかげだと感じる気持ち f1 f2 f3 f4
　　　　　　f2　生み育ててくれたことへのありがたさ 66
　　　　　　f3　援助してくれることへのうれしさ 61 63











FBl17 自分が苦労しているのは父親のせいだと思う 92 1.77 （1.02）
FBl15 自分が今までつらい思いをしてきたのは父親のせいだと思う 91 1.72 （1.00）
FBl10 今の自分が困っているのは父親のせいだと思う 87 1.74 （1.03）
FBl03 自分がつらい思いをしているのは父親の子どもに生まれてきたせいだと思う 78 1.78 （0.96）
FBl22 今の自分が苦労しているのは父親の育て方が悪かったせいだと思う 74 1.61 （0.89）
注１：項目番号につけられているFは父親（Father）を示し、BlはBlamingを表している。
注２：主成分負荷量の小数点は、省略した。      
注３：177名の「全くあてはまらない（1点）」から「非常にあてはまる（5点）」までの5件法による回答について分析した。
注４：父親に感謝しているときに感じる4種類の気持ちとの相関係数は以下の通りである。     
　　　「f1今の生活をしていられるのは父親のおかげだと感じる気持ち」とは‒.37（p<.001）。     
　　　「f2生み育ててくれたことへのありがたさ」とは‒.31（p<.001）。      






f1 f2 f3 f4 h2 平均値 （SD）
f1 今の生活をしていられるのは母親のおかげだと感じる気持ち　（α＝.89）
MTh21 自分が毎日の生活を送ることができるのは母親のおかげだと思う 95 ‒01 ‒02 ‒12 72 4.36 （0.88）
MTh14 自分が安心して暮らせているのは母親のおかげだと思う 90 02 ‒01 ‒01 81 4.19 （0.99）
MTh08 自分が今こうして過ごしていられるのは母親のおかげだと思う 87 ‒09 00 09 77 4.31 （0.90）
MTh19 自分が生活できるのは母親が援助してくれているおかげだと思う 73 09 04 ‒02 63 4.22 （1.00）
MGr18 自分をここまで育ててくれた母親をありがたいと思う 60 12 02 20 72 4.40 （0.89）
MTh04 今の生活ができるのは母親が自分のために働いてくれたおかげだと思う 49 ‒01 ‒02 19 39 3.99 （1.18）
f2  援助してくれることへのうれしさ　　（α＝.91）
MHa11 自分が困ったときには母親が相談にのってくれるのでうれしい ‒11 97 ‒03 ‒06 75 3.71 （1.32）
MHa25 母親が自分のことを理解してくれていてうれしい ‒03 83 ‒01 ‒01 64 3.57 （1.27）
MHa16 母親が自分のことを励ましてくれるのでうれしい 06 80 02 06 80 3.82 （1.25）
MHa06 母親が自分のことを心配してくれるのでうれしい 06 75 09 ‒00 69 4.01 （1.01）
MHa01 母親は自分が困ったときに助けてくれるのでうれしい 13 68 ‒05 04 58 4.13 （1.05）
f3　負担をかけたことへのすまなさ　（α＝.91）
MSo24 自分のことで母親に精神的な負担をかけてしまっていてすまないと思う 05 ‒06 88 ‒06 74 3.31 （1.36）
MSo09 母親を自分のことで悩ませてしまっていてすまないと思う ‒12 08 86 ‒04 68 3.39 （1.35）
MSo05 自分を育てるために苦労をしてきた母親にすまないと思う ‒04 ‒02 85 08 73 3.67 （1.28）
MSo20 自分のために母親には苦労をかけていてすまないと思う 12 00 79 ‒03 71 3.58 （1.30）
MSo12 自分のやりたいことが母親の負担になっていてすまないと思う 01 ‒01 67 09 51 3.09 （1.38）
f4　生み育ててくれたことへのありがたさ　（α＝.96）
MGr13 母親が生んでくれたことによって今の自分があるのでありがたいと思う ‒01 ‒02 ‒01 98 90 4.17 （1.05）
MGr23 自分を生んでくれた母親のことをありがたいと思う ‒01 ‒03 01 95 85 4.23 （1.03）
MGr07 母親がいなければ今の自分は存在しなかったのでありがたいと思う 02 ‒02 03 90 84 4.24 （1.01）
MGr02 自分にかけがえのない命を与えてくれた母親をありがたいと思う 08 11 ‒01 78 81 4.24 （1.06）
因子間相関    f1　今の生活をしていられるのは母親のおかげだと感じる気持ち f1 f2 f3 f4
　　　　　　f2　援助してくれることへのうれしさ 65
　　　　　　f3　負担をかけたことへのすまなさ 54 47
　　　　　　f4　生み育ててくれたことへのありがたさ 71 59 43
注１：項目番号につけられているアルファベットは、質問項目設定時のカテゴリーに対応している。     
　　　Mは母親（Mother）を示し、各アルファベットは、次のカテゴリーを表している。      
　　　Gr：生み育ててくれたことへのありがたさ（Gratefulness）、So：負担をかけたことへのすまなさ（Sorrow）、   
　　　Ha：援助してくれることへのうれしさ（Happiness）、Th：今の生活をしていられるのは親のおかげだと感じる気持ち（Thankfulness）。 
注２：因子負荷量とh2（共通性）、因子間相関の小数点は省略した。       
注３：枠で囲まれた因子負荷量は、各因子に対して.40以上の負荷を示したものである。      




MBl15 自分が今までつらい思いをしてきたのは母親のせいだと思う 90 1.67 （0.96）
MBl10 今の自分が困っているのは母親のせいだと思う 87 1.80 （1.07）
MBl22 今の自分が苦労しているのは母親の育て方が悪かったせいだと思う 84 1.54 （0.87）
MBl17 自分が苦労しているのは母親のせいだと思う 84 1.69 （1.01）
MBl03 自分がつらい思いをしているのは母親の子どもに生まれてきたせいだと思う 77 1.65 （0.93）
注１：項目番号につけられているMは母親（Mother）を示し、BlはBlamingを表している。     
注２：主成分負荷量の小数点は、省略した。      
注３：177名の「全くあてはまらない（１点）」から「非常にあてはまる（５点）」までの５件法による回答について分析した。  
注４：母親に感謝しているときに感じる４種類の気持ちとの相関係数は以下の通りである。     
　　　「f1今の生活をしていられるのは母親のおかげだと感じる気持ち」とは‒.29（p<.001）。     
　　　「f2援助してくれることへのうれしさ」とは‒.22（p<.01）。      













































父　親 母　親 親の性別の主効果 回答者の性別の主効果 交互作用
n　　　 男　性 94 94 F値 F値 F値
女　性 82 82 （df） （df） （df）
今の生活をしていられるのは
　　親のおかげだと感じる気持ち
男　性 4.14 （0.80） 4.06 （0.85） 0.00 5.23* 1.26
女　性 4.30 （1.02） 4.39 （0.80） （1,174） （1,174） （1,174）
　男性＜女性
生み育ててくれたことへのありがたさ 男　性 3.75 （1.03） 4.04 （1.06） 34.64*** 4.80* 1.66
女　性 3.98 （1.15） 4.43 （0.84） （1,174） （1,174） （1,174）
父親＜母親　男性＜女性
援助してくれることへのうれしさ 男　性 3.04 （1.09） 3.54 （1.05） 65.72*** 13.61*** 4.10*
女　性 3.38 （1.18） 4.21 （0.89） （1,174） （1,174） （1,174）
父親＜母親　男性＜女性
負担をかけたことへのすまなさ 男　性 3.04 （1.03） 3.34 （1.15） 46.43*** 0.32 8.24**




男　性 1.77 （0.84） 1.69 （0.83） 0.73 0.50 0.22
女　性 1.66 （0.83） 1.64 （0.81） （1,174） （1,174） （1,174）
注１：n（人数）とF値、df以外の数値は、平均値（SD）である。得点範囲は1.00から5.00であった。    





Th Gr Ha So Bl Th Gr Ha So Bl IP SP IN SN
??
?
Th 今の生活をしていられるのは父親のおかげだと感じる気持ち 43*** 45*** 59*** ‒34** 27** 23* 23* 31** ‒09 07 11 09 08
Gr 生み育ててくれたことへのありがたさ 75*** 40*** 44*** ‒22* 36*** 71*** 30** 24* ‒25* 16 26* ‒02 ‒09
Ha 援助してくれることへのうれしさ 72*** 82*** 49*** ‒20 20 14 54** 22* 02 ‒12 04 ‒11 15
So 負担をかけたことへのすまなさ 56*** 53*** 60*** ‒11 21* 21* 31** 67*** ‒02 ‒02 08 ‒04 09
Bl 自分が苦労しているのは父親のせいだと感じる気持ち ‒40*** ‒40*** ‒49*** ‒15 ‒08 01 00 10 47*** ‒02 08 ‒04 09
??
?
Th 今の生活をしていられるのは母親のおかげだと感じる気持ち 36** 44*** 38** 16 ‒15 66*** 59*** 49*** ‒45*** 16 25* ‒03 05
Gr 生み育ててくれたことへのありがたさ 39*** 67*** 53*** 34** ‒13 70*** 48*** 46*** ‒38*** 22* 38*** 04 ‒06
Ha 援助してくれることへのうれしさ 26* 42*** 41*** 15 ‒12 57*** 66*** 49*** ‒22* ‒11 22* ‒12 30**
So 負担をかけたことへのすまなさ 12 13 18 47*** 08 50*** 36** 39*** ‒13 02 18 21* 19
Bl 自分が苦労しているのは母親のせいだと感じる気持ち 05 04 ‒09 08 47*** ‒07 ‒06 ‒24* 02 ‒12 09 16 28**
???
IP 個人志向性P尺度 14 27* 33** ‒04 ‒19 ‒05 07 ‒01 ‒15 ‒15 23* 42*** ‒47***
SP 社会志向性P尺度 40*** 46*** 36** 27* 07 27* 39*** 27* 27* 06 24* ‒04 28**
IN 個人志向性N尺度 ‒17 ‒12 ‒00 ‒02 ‒08 ‒29** ‒26* ‒29** ‒15 ‒06 33** ‒27* ‒07
SN 社会志向性N尺度 01 ‒07 ‒14 18 12 14 04 06 25* 10 ‒71*** 09 ‒26*




















































社会志向性P 26 * 25 * 38 ***
個人志向性N 22 *
社会志向性N 30 ** 21 * 28 **
調整済みR2 － 06 － － － 05 13 08 07 07
　　　F値 － 6.86 * － － － 6.31 * 15.46 *** 9.14 ** 4.47 * 8.04 **




社会志向性P 40 *** 46 *** 30 ** 27 * 39 *** 25 *
個人志向性N ‒27 ** ‒29 **
社会志向性N 23 *
調整済みR2 15 20 18 06 － 07 14 07 11 －
　　　F値 14.78 *** 21.06 *** 9.58 *** 6.30 * － 7.52 ** 14.70 *** 7.56 ** 5.84 ** －




社会志向性P 26 *** 39 *** 20 * 27 *** 38 *** 19 ** 19 *
個人志向性N ‒15 *
社会志向性N ‒15 * 15 * 19 * 19 *
調整済みR2 06 14 04 － － 07 14 09 07 03
　　　F値 13.04 *** 15.39 *** 7.26 ** － － 13.58 *** 30.57 *** 7.18 *** 8.17 *** 6.84 *
　　　n 176 176 176 176 176 180 180 180 180 180 
注１：調整済みR2とF値、n（人数）以外の数値は、標準偏回帰係数（β）である。調整済みR2と標準偏回帰係数（β）の小数点は省略した。 




























クラスター番号 1 2 3 4
多重比較
の結果
個人志向性・社会志向性の状態像 社会志向性N優位 個人志向性優位 中程度 統合 分散分析結果
n 71 23 36 50 F値 （df）
???
個人志向性P尺度 2.55 （0.45） 4.41 （0.37） 3.23 （0.40） 3.62 （0.43） 133.41 *** （3,176）1<3<4<2
社会志向性P尺度 3.73 （0.49） 4.03 （0.44） 3.11 （0.53） 4.15 （0.32） 39.98 *** （3,176）3<1<2=4
個人志向性N尺度 2.90 （0.59） 4.09 （0.44） 3.50 （0.61） 2.79 （0.41） 42.45 *** （3,176）4=1<3<2
社会志向性N尺度 4.05 （0.46） 3.00 （0.86） 3.02 （0.50） 3.17 （0.53） 45.14 *** （3,176）2=3=4<1
??
?
今の生活をしていられるのは父親のおかげだと感じる気持ち 4.22 （0.84） 4.23 （1.06） 3.91 （0.93） 4.42 （0.88） 2.14 （3,172）
生み育ててくれたことへのありがたさ 3.74 （1.04） 3.73 （1.36） 3.47 （1.09） 4.37 （0.83） 5.90 ** （3,172）3=1<4
援助してくれることへのうれしさ 3.20 （1.04） 2.85 （1.34） 3.01 （1.13） 3.49 （1.13） 2.19 （3,172）
負担をかけたことへのすまなさ 3.03 （1.05） 2.89 （1.07） 2.77 （1.02） 2.85 （1.03） 0.58 （3,172）
自分が苦労しているのは父親のせいだと感じる気持ち 1.80 （0.77） 1.85 （1.13） 1.69 （0.75） 1.57 （0.80） 0.96 （3,172）
??
?
今の生活をしていられるのは母親のおかげだと感じる気持ち 4.30 （0.70） 4.24 （0.93） 3.66 （1.07） 4.47 （0.60） 7.85 *** （3,176）3<2=1=4
生み育ててくれたことへのありがたさ 4.23 （0.82） 4.25 （1.13） 3.65 （1.30） 4.60 （0.60） 7.27 *** （3,176）3<1=4
援助してくれることへのうれしさ 4.05 （0.81） 3.51 （1.29） 3.31 （1.11） 4.11 （0.92） 6.84 *** （3,176）3<1=4
負担をかけたことへのすまなさ 3.62 （1.08） 3.57 （1.29） 2.91 （1.14） 3.38 （1.07） 3.38 * （3,176）3<1
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